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＜連絡事項＞
5/13に病棟巡視があるため環境整備に努めてください。

＜入室状況＞
【入院】
・太田　末廣様～東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となりました。

【転入】
・中村　征美様～西病棟Bユニット27号室→東病棟Bユニット1号室
・一戸　康昭様～西病棟Bユニット29号室→東病棟Bユニット1号室

【ユニット移動】
・室館　清子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟合併症室

＜患者様情報＞
・長根　瞳様～本人より排尿時疼痛があると主治医へ訴えあり。
本人はBa留置を希望するが、安全管理上不可であると主治医より本人へ
伝えている。
主治医より排尿時疼痛訴えに対し、1日1回まで疼痛時IFのロキソプロ
フェンを内服させるようにと指示受ける。

・長浜　厚子様～深夜帯にコーヒー残渣様の嘔吐2回あり。主治医に報告し、八戸市立市民病院に受診となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放指示あり。開放観察中に他室侵入繰り返し迷惑行為見られており、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想に左右された言動なく、対応落ち着いておりスタッフと自室の清掃を行っている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放指示あり。ホールでの脱衣行為見られており、介入するも着衣保てず早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。断続的に大声で泣き叫んでおり落ち着かず、11：20　リスパダール(2) 1P与薬。主治医回診時、排尿時疼痛訴えあり。主治医より疼痛に対し疼痛時IF内服の指示あり。13:50疼痛時ロキソプロフェン60mg 1T内服して頂く。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察＞
・宮崎　宏之様～臨時薬同内容継続処方。転院の方向性についてどうなっているか、PSWへ確認していくよう指示あり、退院支援すすめる。

・木口 柊太郎様～臨時薬シクレスト舌下錠5mg1T1×朝追加処方あり。

・古積 幸太様～臨時薬シクレスト舌下錠10mg→5mgへ朝のみとなる。腹部症状訴えあり、酸化マグネシウム330mg2T→1Tへ。文字オーダーとして腹痛時チキジウム錠10mg1T指示あり。腹部症状を確認していくように指示あり。

・佐々木　理佳様～左に傾くとの訴えや生理がまだ来ていないとの事。臨時薬コントミン50mg→25mgへ。明日採血指示あり。西病棟転出許可あり。

・三浦 華菜様～外泊問題なく過ごせ、危険行為なし。臨時薬は同内容継続処方。定期の採血へ甲状腺とバルプロ酸Naの項目追加指示あり。施設等の退院支援進めていくよう指示あり。西病棟転出許可あり。

・室館 清子様～臨時薬同内容継続処方。退院支援調整進めるよう指示あり。

・小川 光子様～臨時薬コントミンよりオランザピンOD錠5mgへ変更指示あり。

・松本 文男様～臨時薬ヒルナミン中止となる。引き続き、退院支援進めていくよう指示あり。病名、認知症追加となる。

・小林 玲央様～GHの体験利用調整中、引き続き退院支援進めるよう指示あり。臨時薬は同内容継続処方あり、明日採血指示あり。

・杉本 ヨシヱ様～臨時薬同内容継続処方。引き続き退院支援進めていくように指示あり。

・瀬川 高雄様～臨時薬同内容継続処方。

＜田名部Dr診察＞
・若沢　理子様～本人から希望あり明日から1時間Bユニットで過ごす時間を設けるように指示あり。Bユニットで問題行動があった際はスタッフの判断で中止していいとの指示あり。

・関　恵子様～ご家族に連絡し退院調整をするように指示あり。

・久保　興介様～青山荘と連絡をとり退院を進めるように指示あり。

・長瀬　さつ様～明日からリスペリドン1ｍｇ→2ｍｇに増量の指示あり。

他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年5月7日　10:50
　氏　　名：太田　末廣（おおた　すえひろ）様
　生年月日：昭和23年5月5日（78歳）
　病　　名：血管性認知症
　合 併 症：高血圧、右脳皮質下出血後
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　　R4年3月右脳皮質下出血発症し、むらかみ脳神経クリニック受診後
　八戸赤十字病院にて入院加療を行った。その後は美穂野病院でリハビ
　リテーションを行った後に自宅退院となった。脳出血発症前より易怒
　性がみられるようになった。R8年4月19日、同居の次女と孫が性的な
　関係を持っているといった妄想を抱き、そういった幻聴も聞こえ夜間
　眠れないと話すようになった。脳出血などの再発の可能性を考え八戸
　市立市民病院救命救急センターを受診し、頭部CT、MRI施行したところ
　頭蓋内に新規の出血や梗塞を疑うような所見は認めず、単回の症状だ
　ったためてんかん発作疑いとして、抗てんかん薬を処方され帰宅して
　いた。以降も性的妄想と不眠を訴え、数時間おきに呆けたり険しい表
　情になったりと様子が変わり、食欲不振も訴えていた。妻が、事実と
　は異なる事を伝えると「違う！」「今の時代はそうだ」等と認めず確
　固たる妄想が数日持続している。家族負担も増大し同月23日再度同院
　受診し、心理検査や問診の結果から前頭側頭葉型認知症疑いとして当
　院を紹介されR8年4月27日家族の来院相談にて入院希望あり。
　　当院での入院調整を進める中、4月28日市民病院よりクエチアピンが
　処方となり、翌29日の朝、服用後嘔吐と軟便の便失禁あり、家族が救
　急要請。救急隊より当院へも収容可否の連絡あるが、身体症状であれ
　ば身体科のある病院にご相談いただくよう対応。その後は結局受診に
　至らず帰宅された様子。本日当院受診、東病棟Cユニットへ医療保護入
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